
北尾早霧・砂川武貴・山田知明
『定量的マクロ経済学と数値計算』

(日本評論社、2024年刊)

正誤情報一覧
2025.09.24

本書にて、下記の通り補足説明と訂正がございます。ここにお詫びして訂正いたします。
また、ご指摘をいただいた Bocconi大学の福田慧氏には深く御礼申し上げます。
第 1版第 1刷 (2024年)時点の訂正となります。

第 2章

ページ等 誤 正
p.47、(2.12)

式
a1,i a1,j

p.51、(2.14)

式
g(g(a1,i, l1, l2)) g(g(a1,i, l1), l2)

p.53、2行目 σ = 0.1 σϵ = 0.1

p.53、6行目 2.1% 0.21%

p.54、2行目 a2,i a1,i

第 3章

ページ等 誤 正
p.60、2行目 Vt(k) Vt(kt)

p.60、4行目 k1 = gt(k0) → k2 = gt(k1) → ... k1 = g0(k0) → k2 = g1(k1) → ...

p.63、図 3.1 (a) 2次関数の点 (a) 3次関数の点
p.63、図 3.1 (b) 2次関数を近似 (b) 3次関数を近似
p.64、下の
数式

t = 0, 1, ..., T t = 0, 1, ..., T − 1

p.73、1行目 ki ki
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ページ等 誤 正
p.74、下か
ら 2行目

k′ = g[0](ki) k′ = g[0](ki)

p.75、最終
行 ～p.76、
1行目

オイラー方程式 u′(c) = βu′( f (k′) +

(1 − δ)k − g(k′)) f ′(k′)

オイラー方程式 u′(c) = βu′( f (k′) +

(1 − δ)k′ − g(k′))( f ′(k′) + 1 − δ)

p.76、2行目 βu′([g(ki)]
α+(1−δ)g(ki)−g(g(ki))) f ′(g(ki))
u′(kα

i +(1−δ)ki−g(ki))
− 1 βu′([g(ki)]

α+(1−δ)g(ki)−g(g(ki)))( f ′(g(ki)+1−δ)
u′(kα

i +(1−δ)ki−g(ki))
−

1

p.80 Sj = Πj−1
i=1si Sj = Πj

i=1si

p.81 cj + aj+1 ≤ ηjz + (1 + r)aj c + a′ ≤ ηjz + (1 + r)a

p.81 cj + aj+1 ≤ ss + (1 + r)aj c + a′ ≤ ss + (1 + r)a

第 4章

ページ等 誤 正
p.87、最終
行

k kt

p.88 L0 ≡ max{ct,kt+1}∞
t=0

∑∞
t=0 {u(ct)... L0 ≡ ∑∞

t=0 {u(ct)...

p.88 = max{ct,kt+1}∞
t=0

{u(c0)... = {u(c0)...

p.91、下か
ら 3行目

k′ = f (k)− c k′ = f̃ (k)− c

p.93、2行目 cを探すためには、 ciを探すためには、
p.95 誤差の絶対値の平均値 誤差の絶対値
p.97 誤差の絶対値の平均値 誤差の絶対値
p.102、(4.1)

式
N(0, σ2

z ) N(0, σ2
ε )

p.102、4行
目

分散 σ2
z 分散 σ2

ε

p.102、最終
行

N(0, σ2) N(0, σ2
ε )

p.103 L0 ≡ max{ct,kt+1}∞
t=0

E0 ∑∞
t=0 {u(ct)... L0 ≡ E0 ∑∞

t=0 {u(ct)...

p.103 = max{ct,kt+1}∞
t=0

{u(c0)... = {u(c0)...

p.104 Et φ(zt+1) = ∑Nk
k=1 pjk φ(zk) Et φ(zt+1) = ∑Nz

k=1 pjk φ(zk)
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ページ等 誤 正
p.104 k = 1, ..., Nk k = 1, ..., Nz

p.105 ここで、h(k, zj)は zj の関数にもなって
いる

ここで、h(k, zj; b)は zj の関数にもなっ
ている

p.106 N = 21 Nk = 21

p.109 k(n)t+1 = f̃ (k(n)t )− k(n)t − c(n)t k(n)t+1 = f̃ (k(n)t )− c(n)t

p.110 位相図から、ある c0（正しい値とは限ら
ない）に対して、...

k0 < kssのとき、位相図から、ある c0（正
しい値とは限らない）に対して、...

第 5章

ページ等 誤 正
p.122、下か
ら 3行目

均衡における金利 定常均衡における金利

p.125、3行
目

今期の労働生産性 ℓと、ℓの不確実性 今期の労働生産性 ℓと、ℓ′の不確実性

p.126、下か
ら 7行目

となる。 となる。u′′′ > 0である効用関数のもと
では、

p.127、第 1

パラグラフ
4行目、V ′(a)以下の説明。 Va(a, ℓ)が成り立ち、これは家計の予算

制約式と矛盾する。ct = c̄とすると、資
産および l が不変でない限り、c̄ + a′ =

(1 + r)a + wl は成立しえないからであ
る。

p.132、2行
目

Pについて固有値１ P′について固有値１

第 6章

ページ等 誤 正
p.146、脚注
1)

c1 +
c2

1+r +
c3

1+r = ... c1 +
c2

1+r +
c3

(1+r)2 = ...
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第 7章

ページ等 誤 正
p.184、3番
目の式

0 = λyn + κπ
(n)
i 0 = λy(n)i + κπ

(n)
i

p.189 Φt(j) = ϕ
2 (

Pt(j)
Pt － 1(j)－Π)2Yt(j) として定

式化され、...、Π は定常状態における粗
インフレ率である。

ϕt(j) = ϕ
2 (

Pt(j)
Pt － 1(j)－Π̄)2Yt(j)として定式

化され、...、Π̄ は定常状態における粗イ
ンフレ率である。

p.190 自然産出量の水準である。 自然産出量の水準である（以下ではχH =

1を仮定）。
p.191、
(7.20)式

Ct + Gt + ACt = Yt Ct + Gt +
ϕ
2 (Πt − Π̄)2Yt = Yt

p.191、該当
箇所全て

Π Π̄

p.191、
(7.24)式

RΠ̄
(Π

Π̄

)ψ1 RΠ̄
(

Πt
Π̄

)ψ1

p.191 R∗
n,tはシャドーレートである。 R∗

n,t はシャドーレートである。ここで、
Π∗ = Π̄、すなわち目標インフレ率は定
常状態における粗インフレ率と等しくな
る。

p.191、脚注
33

ct = Etct+1－τ−1(rn,t－ Etπt+1

－ Etγt+1)

ct = Etct+1－τ−1(rn,t－ Etπt+1

－ Etzt+1)

p.192 exp(γt) ≡ Γt ≈ Γ̄(1 + γt) exp(γt) ≡ Γt ≈ Γ̄(1 + zt)

p.192、
「exp(γt) ≡
Γt ≈
Γ̄(1 + γt)

を 代 入 し
て、」より
後の式

γt+1 zt+1

p.195、2箇
所

∑N
j=1 ∑Ns

j=1
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第 8章

ページ等 誤 正
p.199、脚注
1

a′ = f (a, µ(a)) a′ = f (a, µ)

p.209、(8.8)

式
max{−ξwt + maxk′>0{−k′ +

βE( pt+1
pt

)v(k′; µt+1, At+1)} − (1 −
δ)k + βE( pt+1

pt
)v((1 − δ)k; µt+1, At+1)}

max{−ξwt + maxk′>0{−k′ +

βE( pt+1
pt

)v(k′; µt+1, At+1)}, − (1 −
δ)k + βE( pt+1

pt
)v((1 − δ)k; µt+1, At+1)}

p.223、式の
2つ目

N = ∑i
∫

gh(a, li)µ(a, li)da N = ∑i li
∫

gh(a, li)µ(a, li)da

付録B.1

ページ等 誤 正
p.240、最終
行

... + cix2
i + dix2

i ... + cix2
i + dix3

i

p.241、1行
目

... + ci+1x2
i + di+1x2

i ... + ci+1x2
i + di+1x3

i

p.241、2行
目

bi + 2cixi + 3dix3
i bi + 2cixi + 3dix2

i

p.241、3行
目

... = 6dixi ... = 2ci+1 + 6dixi

p.242 y = g(x) = 1
1+x2 , x ∈ [−5, 5] y = g(x) = 1

1+25x2 , x ∈ [−1, 1]

p.244、最後
の式


g(x0)

g(x1)
...

g(xN−1)




g(x0; θ)

g(x1; θ)
...

g(xN−1; θ)


p.245、3行
目 5行目

g(x) g(x; θ)

p.245 k j の値は [k1, kN ] の間にあるとすると、 k j の値は [k0, kN−1]の間にあるとすると、
p.245、脚注
3

k j = φ−1(xj) = k1 + 0.5(1 + xj)(kN

－ k1)

k j = φ−1(xj) = k1 + 0.5(1 + xj)(kN−1

－ k0)
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付録B.2

ページ等 誤 正
p.247、7行
目

f (x) = 0の接線 関数 f (x)の接線

p.249、2行
目

J(x) =

 ∂ f (x0,y0)
∂x

∂ f (x0,y0)
∂y

∂g(x0,y0)
∂x

∂g(x0,y0)
∂y

 J(x) =

 ∂ f (x,y)
∂x

∂ f (x,y)
∂y

∂g(x,y)
∂x

∂g(x,y)
∂y


p.249、3行
目

1次元のケースと同様に、x1, x2, ..., の流
列を計算して、

1次元のケースと同様に、x0 の値を所与
として、 x1, x2, ..., の流列を計算して、

p.249、13

行目
図 B.5の例では、f (x1) f (xL) < 0である
ので、x1 を新しい xH とする。

図 B.5の例では、f (x1) f (xL) < 0である
ので、x1 を新しい xL とする。

p.255、2行
目

繰り返し計算の 2回目および 3回目でも、
同様の操作を行う。一方で、繰り返し計
算の 4回目では

繰り返し計算の 2回目でも、同様の操作
を行う。一方で、繰り返し計算の 3回目
では

付録C.2

ページ等 誤 正
p.258 u < p̃ij を満たすような最大の j を選ぶ

ことができる。
u < p̃ij を満たすような最小の j を選ぶ
ことができる。

付録C.3

ページ等 誤 正
p.257 平均値ゼロから 平均値 (1 − ρ)−1c から
p.259 (C.1)式を N 個のグリッドを持つマルコ

フ連鎖で近似する。
(C.1)式（ここでは簡単化のため c = 0と
する）を N 個のグリッドを持つマルコ
フ連鎖で近似する。
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